
○企画
　福祉関連予算の削減、DVや幼児・児童虐待の増加など、家庭生活を取り巻く環境
　は大きく変化し、福祉へのニーズが急速に多様化・増大化している。
　このような背景のなか、県民総参加のもと、ボランティア・ＮＰＯ、企業、各種団
　体等の多様な団体が手を携え、いきいきと活動しながら確かな福祉社会づくりを推
　進することを目的として、旧国立岡山病院跡地にある病棟建物を福祉関連団体など
　が入居する事務所にコンバージョンし、福祉推進の総合拠点施設として整備した。

○計画内容
　単に耐震性能を満足させるだけなく、意匠・構造・設備が一体となって、機能性は
　もとより、環境性能あるいは経済性などさまざまな魅力を同時に生みだす耐震補強
　方法として「ダブルフレーム構法」を開発した。　

　

　

　

　

　

　

○社会性
　既存建物の価値の向上
　執務環境・周辺環境の
　品質の向上

　・ＣＡＳＢＥＥ評価
　　ＢＥＥ＝4.1
　・ＣＡＳＢＥＥ-ＨＩ評価
　　ＢＥＥ-ＨＩ＝3.0
　ともにＳクラスとなる
　環境性能の向上

　自然エネルギーの活用
　：2006年実績
　・雨水・井水活用
　　3,430㎥
　　（全使用量の42％）
　・太陽光発電
　　115,776ＫＷＨ
　　（全使用量の8％）

○経済性
　解体・新築に対し、約４４億円（60％）のイニシャルコスト削減
　　

　
　

　負荷低減や自然エネルギー活用、メンテナンスを容易にした建物により、約12％
　のランニングコスト削減

○成果

○評価表（自己評価）

改修前の旧国立岡山病院岡山県総合福祉・ボランティア・ＮＰＯ会館

きらめきプラザ

病棟として使用されていた既存本館廊下
中廊下のため自然光や通風に乏しく、また設備機器の
更新に追従できず低い位置に露出配管が設置されてい
る状態であった。

　要求機能

　・福祉活動の拠点
　・ボランティアやＮＰＯ活動の支援
　　拠点
　・県民の相談支援拠点

　整備方針

　・バリアフリーおよびユニバーサル
　　デザインの推進
　・環境負荷の低減
　・耐震性能の向上（１.２５倍割増）

旧国立岡山病院の概要

本館

：Ｂ1Ｆ　7Ｆ　Ｐ2Ｆ　延12,767㎡　

：1961年施工

地方循環器病センター

：5Ｆ　Ｐ1Ｆ　延1,551㎡

：1980年施工

耐震壁が配置された本館室内（写真上・下）

耐震壁
ＣＨ

２３５０

耐震壁

福祉予算が削減される一方で、多種多様な福祉ニーズが急速に増大している社会
情勢のなか、既存施設を生まれかえらせ、ＬＣＣを大幅に削減した施設整備を推
進し、県民総参加による確かな福祉社会構築を目指した拠点施設を全国に先がけ
実現。

旧国立岡山病院配置図

意匠・構造・設備が融合したダブルフレームによるコンバージョン

きらめきプラザ

周辺空地の確保
既存樹木を生かした緑化
遊歩道の整備

西川緑道公園との一体整備 常向風の道を確保
北側近隣の日影条件を改善

透水舗装の採用・解体材を再利用した路盤

屋上緑化

■外部環境の整備

耐震要素は、既存
建物の外側に配置

トイレなど水まわり
や設備スペースはフ
レーム内に設置

（ダブルフレーム）

株式会社竹中工務店

第６回
環境・設備
デザイン賞

病室の配置に応じて
内部に耐震壁が存在

狭い水まわり
平面計画への制約

井水
雨水
４２％

上水
５８％
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環境・設備デザインの評価

01審美感
02調和性

03独創性

04象徴性

05完成度

06機能性

07効率性

08利便性

09安全性
10先導性

11環境負荷
12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ

18維持管理

19耐久性
20ＬＣＣ

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

水使用実績　　　　　　　　　太陽光発電実績（ＩＮＶ出力）

□評価項目

普通

優れ

てい

る

卓越

して

いる

小計

０ ＋１ ＋２

○格子状の構成としたダブルフレーム ・巨大な壁面に陰影と奥行を与えスケールの細分化

○意匠・構造・設備一体としたダブルフレーム補強 ・耐震補強、設備システムとデザイ ンの融合

・既存の病院のイ メージを 払拭し、親しみやすさを表現

○既存構造物の耐震補強構造として特許出願

　　（特願2006－032045）

・補強架構のダブルフレームをそのまま意匠に採用

・フレーム内の設備スペースも意匠として採用

○設備機器や配管をダブルフレームに集約 ・配管などによる執務空間への制約をなくす

○内部耐震壁を撤去可能としたダブルフレーム ・広く整形で使いやすい執務空間の確保

○各フロアに室外機スペースの確保 ・配管長さの大幅な削減

・氷蓄熱方式の採用によ る排熱の夜間シフト

○多様な用途構成にフレキシブルに対応 ・個別分散型空調

・自由度の高い執務空間

○防災拠点機能を果たす安全性 ・地震に対する構造安全性1.25倍の割増し

・設備耐震性能クラ スA

○建物外部まで含めた環境品質の向上 ・CASBEE　BE＝4.1（Sラ ンク）の環境品質

・CASBEE-HI　BE-HI＝3.0（Sラ ンク）のヒートアイ ラ ン ド緩和

○既存建物の価値を高めたコン バージョ ン ・建築後40年を超える病棟を事務所にコンバージョ ン

・解体材の再生利用（路盤下地）　リサイ クル率92％

○近隣環境の質の向上 ・北側日影の改善と常向風の確保、西川緑道との一体整備

○法規制を超えるユニバーサルデザイ ンの推進 ・色覚障害者でも識別できる色彩計画

○既存活用し、福祉推進拠点を全国に先がけ整備 ・年間18.5万人の利用者数（事前予測17.5万人）

○リニューアルでの効果、ダブルフレームでの効果 ・解体～新築に対し約44億円（60％）の費用削減：県試算

・ダブルフレームにより約25億円の費用削減

・雨水、井水40％、太陽光発電10％（全使用量との比）

・約10％の空調費削減

○設備機器や配管をダブルフレームに集約 ・十分な点検スペースの確保

○維持管理支援と省エネルギー管理の徹底 ・B-MASS（竹中版CAFM）、BEMSの採用

○高い耐震性能 ・構造安全性1.25倍、設備耐震性能クラ スＡ

○容易なメンテナンスによる長寿命化

☆

☆

Ｄ.経済軸（LCC）

Life Cycle Cost

☆

19耐久性

20ＬＣＣ

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

18維持管理

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して
具体的に記述してください。）

□特に

重視した

デザイン

の視点

☆

□評価項目に対する設計者のデザイン意図

☆

○執務空間としてのフレキシビリティ、設備の効率性、環境負荷低減、さらに新しい街区景観の形成など、全ての要素

においてバラ ンスのとれた計画と考える。

☆
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06機能性
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□自己評価欄

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

○ 211環境負荷

12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

2

07効率性

08利便性

09安全性

10先導性 ○

○

○

2

2

○ 2

○

○

○ブレースを使わず、格子をモチーフとした外観構成

02調和性

03独創性

04象徴性

05完成度

Ｃ.社会軸（環境）

Environment

Ｂ.機能軸（技術）

Technology

1

Ａ.感性軸（造形）

Form

01審美感 ○

2

1

○ 2

○ 1

○自然エネルギー活用と、フレームによる負荷低減

○単なる補強に終わらず、設備面や意匠面などさまざまな付加価値を生み出す耐震補強構法

○既存活用とダブルフレーム構法によるイ ニシャルコスト削減、負荷低減と自然エネルギー活用および容易なメンテ

ナン ス性によ るラ ンニングコスト減により、県民総参加による 確かな福祉社会を推進する拠点施設の実現。

1

2

○

改修前の３階平面

　・病棟建物であり耐震壁など平面計画上制約が多い。
　・階高3.2ｍであり、新しい設備機器の配置には制約
　　が大きい。
　・旧基準の建物であり、大きく補強が必要。

緑化テラス

設備スペース

メンテ通路

（ＰＳ）

メンテ通路

ダブルフレーム

ダブルフレーム：設備スペースを集約し、外装や設備機器のメンテナ
ンスを容易にした。

廊下部分：明るく視認性の高い経路空間。色覚障害の人でも識別で
きるゾーンカラーを採用した。

ＮＰＯ支援コー
ナー
多様な活動団体
が入居する内部
は、さまざまな
空間機能が求め
られた。
これに対し、耐
震壁を全て撤去
し、ダブルフレ
ームを活用した
設備システムと
相まってフレキ
シブルな執務空
間を実現した。

上：正面外観
格子状に構成したダブルフ
レーム、フレーム内に設置
した設備スペース、メンテ
ナンス通路と外部シャフト
など、意匠・構造・設備を
一体とした外観構成により
単調だった外観に陰影を与
え、新しい街並み景観を生
み出した。

■改修後の３階平面：耐震壁撤去と設備空間の集約によりフレキシブルな執務空間

右：北面外観
ダブルフレーム部分をトイ
レなどの水まわりや設備ス
ペースとし、執務空間のフ
レキシビリティを高めた。
特に体の不自由な方の利用
が多い４階まではフレーム
を利用した避難スロープを
設け、歩行困難な方でも縦
方向の避難も可能にした。

■改修後の断面：自然エネルギーの活用とさまざまな負荷低減

■ダブルフレームのディテール：メンテが容易で効率的な空調システム

ダブルフレームを設備機器設置スペースとして活用
・十分なメンテナンススペースの確保
・容易な変更、メンテ、機器更新
・多様な用途構成に応えるフレキシビリティの確保
・３.２ｍの階高でありながら２.６ｍの天井高の確保

・冷媒配管長さの削減
・個別分散空調
・ダクトレス空調、換気

氷蓄熱による排熱の夜間シフト
外壁のダブルスキン化

斜材を用いず、格子状に構成したダブルフレーム

フレーム内の設備スペース・メンテナンス通路と外部シャ
フトなど、機能的な要素により外観デザインを構成

室外機

室内機

メンテ通路

配管スペース

メンテ通路

緑化テラス

太陽光発電（110KWH)ペリメータ負荷削減
・フレームによる庇効果
・外壁ダブルスキン

屋上緑化
緑化テラス

雨水・井水活用

自然通風
自然採光

透水舗装

執務空間
（既存部分）

（ダブルフレーム）

水盤（雨水・井水）

空地の確保
・緑化と水盤の設置
・透水舗装の採用

十分な空地の確
保と緑化・排熱
の抑制など環境
負荷低減により
周辺地域を含め
た環境品質を向
上させた。

耐震壁がなく、高い天井でフレキシブルな執務空間

柱をなくした
大会議室
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解体・新築での試算：岡山県
整備費

4,404 耐震補強 960

419 景観 347

499 下地調整 154

杭撤去 444

設計等 111

5,322 2,016

必要経費

7,338

整備費

2,808 耐震補強 670

302 景観 368

340 下地調整 240

設計等 678

3,450 1,956

必要経費

5,406 2,887

意匠・構造・設備を一体とした
ダブルフレーム構法により
イニシャルコストの削減

リニューアル試算：岡山県 ダブルフレーム構法での整備

１９億円

２６％

２５億円

４６％

解体・新築に対し、約６０％の費用削減効果


